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全国平均世帯（１世帯当たり）の消費支出（総務庁家計調査） 
  ※マグロ：地域によってマグロの種類が多少異なる 
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産地水揚量（継続漁港） 
23年のマグロ類の産地水揚量は、8.8万トンで前年（8.4万トン）を上回った。 

生鮮は、5万トンで前年（4.4万トン）を上回った。 

これはカツオ１本釣りによるビンナガの好漁を反映した結果である。 

また、北部太平洋海域のまき網本マグロ漁は、昨年は22トンと僅かな漁獲にとどまったが、

本年は272トンと若干上向いた。しかし水準としては低調の範囲にとどまった。また、太平洋

近海のメジマグロは依然水準的には昨年同様低く、漁獲量も昨年を下回った。一方近年の主

力の山陰、九州北部では好調に推移し、九州で下半期に大きく上回り、山陰でも昨年の3倍増

と前年を大きく上回った。また、境港のまき網本マグロ漁は、前年（18,409本、654トン）を

上回る40,605本、1,652トンと３年ぶりに４万本を越える好調さであった。サイズは1尾平均4

1㎏（前年：36kg）で昨年同様小さかく、小型マグロの漁獲が多かった。小型延縄によるクロ

マグロの漁獲は近年年々低調になっているが本年も悪かった前年並みで回復の兆しは見られ

なかった。 

冷凍は3.9万トンで前年（4.2万トン）をやや下回った。 

近年の西経域（東部太平洋域）を主体とする大型延縄船の漁は低調になっており、またイン

ド洋では本年も海賊の出没もあって台湾線でも操業船は少なく、西経、大西洋、インド洋と

も好漁の話は聞かれず低調な漁に終わった模様。 

 

輸 入 量  

23年の輸入は、17.7万トンで前年（19.8万トン）をやや下回った。 

本年は生鮮、冷凍とも減少した。また生鮮はメバチのみが若干増加したが、冷凍は脂物の

クロマグロ、南マグロが増加したが、赤身は減少が目立った。その結果マグロ類の輸入は、

やや減少した。また近年クロマグロはフィレー等の形態で輸入されることが多く、既にラウ

ンド、セミドレス等に比べると数量を伸ばしている。 

また、脂身物や上赤身物の減少に伴い、年々増加している養殖物（クロマグロ、南マグロ）

は2006年をピークに減少傾向にある。2011年生産量は、地中海8,500トン（前年：9,050トン）、

豪州6,800トン（前年：8,500トン）、メキシコ2,500トン（前年：2,500トン）、日本国内9,

000トン（前年：9,600トン）で、全体ではメキシコを除くと地中海、豪州、日本での減産を

受けて前年を下回った。本年の特徴は、日本国内養殖生産量は、停滞したことと、引続き地

中海ものは、規制等影響もあって本年も減少傾向が続いた。またメキシコでの生産は回復基

調となった。 

なお現在までの養殖マグロ生産＝供給は1997年0.5万トン、1998年0.6万トン、1999年1.4

万トン、2000年1.5万トン、2001年1.9万トン、2002年2.43トン、2003年3.7万、2004年3.3万

トン、2005年3.5万トン、2006年3.7万トン、2007年3.6万トン、2008年3.4万トン、2009年3.

3万トン、2010年3万トン、2011年2.6万トンとなっている。 



 

 

在 庫 量  

本年のマグロ類の月平均在庫（ビンナガも含む）は、3.8万トンで前年（4.6万トン）を下

回った。 

本年在庫が少なかったのは、国内生産は前年並みであったものの、輸入量の減少、輸出量

の増加が反映されている。 
 
 
 
日本海マグロ水揚実績（境港） 
 

 

 

 

 

 



 

消 費 地 入 荷 量  

23年の東京消費地入荷量は、4.1万トンで引続き前年（4.6万トン）を下回った。 

本年の特徴は、生鮮、冷凍とも減少傾向を示したことである。本年は東日本大震災の影響

で３月以降、様々な自粛や節電等による消費への影響等もあって、特に鮮魚や刺身商材に影

響が出た。魚種別にみると増産傾向にある養殖本マグロが少なかったのと、生鮮メバチの増

加が目立った程度であった。冷凍は扱いが少ないキハダの入荷増加が顕著であったが、主力

のメバチは減少している。また、年々マグロ類も市場外流通が増加している傾向にあり、年々 

市場入荷は減少しているのが実態である。 

 

価 格  

（単位：円／kg）                      流通統計,東京都中央卸売市場 

   

23年のマグロ類の産地価格は、生・冷ビンチョウと巻き網（日本海）が好調だった本マグ

ロを除くと、生鮮・冷凍とも引続き前年を上回り、堅調な推移が続いた。 
23年の消費地価格も生鮮のメバチが横ばい圏であった他は、産地同様全魚種堅調な推移で

あった。 
また家計調査によると、本年もマグロ単体、刺身盛り合わせとも数量、金額を引続き減ら

し、消費回復の兆しは見られなかった。また、外食寿司についても、引続き前年をやや下回

っており、ピークは過ぎた感もある。 
日本近海（北部太平洋海域）まぐろ魚体組成 

2000年以前のデータは、2009年の原稿に掲載 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

資料：輸入マグロ類の実績 

 

 

 


